
25年度水産白書（抜粋）



（4）将来（ユーザの要求）

1)沿岸・分解能の技術開発

2)安定した継続性
①現在のAMSR2打ち上げ年2012年
（過去AMSR‐Eは寿命9年の例）
②2021年にはAMSR3が必要
（2020年には打ち上げ成功）
③あと4年で準備（早急の対応）
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